土砂災害等への対応（台風や大雨の際）
【南城市観光危機対応マニュアル・ポケット版】


状況に応じて
災害対策担当者も
実施するフロー
★避難が必要と判断できる場合には避難指示を待たずに避難すること
救助要請と
救急隊員等
への対応
安否確認の実施
第一報：避難人数、負傷者有無の確認
第二報：避難者氏名等
お客様の
避難誘導
※（事前の備え）台風や大雨の際は災害対策担当者が施設周辺の災害情報を収集すること
自分の目の前で
災害が発生した
※情報収集源（裏面参照）
・万が一、お客様が災害に巻き込まれた場合は救助要請（119）、必要に応じてAEDを持ってきて対応、※可能なときのみ救助
・到着した救急隊員、消防隊員等への対応
お客様を施設内の安全な場所へ避難
誘導する
安否情報の収集
②自分の目の前で災害が発生した
災害情報を入手した
①施設に係る場所、施設付近での
施設付近での災害情報、交通規制情報を入手した
災害に関する
情報収集
・接客対応従業員への情報共有
・避難の判断と避難指示（施設全体で避難するか、一部分で避難が必要か）
情報共有
（従業員間）と
お客様への情報伝達・避難誘導
館内放送等による従業員とお客様への情報伝達
施設に係る場所での災害情報、交通規制情報を入手した
災害対策担当者から災害情報を
入手
・必要に応じて自分も避難する
・近くにお客様がいた場合は誘導する　
災害対策
担当者用のフロー
接客担当者用のフロー
・対外的な広報の実施
（正確な情報を伝える）
報告
対外的な広報の実施
☆通訳（英語・中国語・韓国語・タイ語）が必要なときの連絡先
→　裏面の一番下を参照　
[bookmark: _GoBack]★自分の身に危険が及ぶ場合は救助せずに、救援を待ちます
【施設全体避難の場合】
近くのお客様に情報を伝達し、避難誘導を実施
【施設一部避難の場合】
避難指示があった箇所の従業員は、近くのお客様に情報を伝達し、避難誘導を実施
※この際、他のお客様が誤って進入しないよう該当箇所への立ち入りを規制する。
・南城市観光商工課への報告
　電話：098-946-8817
　FAX：098-852-6004
　メール：kankou@city.nanjo.okinawa.jp
紙面による情報の
掲示
その時可能な手段で報告する

[image: ]避難経路　※各施設において下記のような避難経路の図を作成しましょう
情報収集源
施設内のＡＥＤ設置箇所　※施設内のAED設置場所を示しましょう
通訳が必要なときの連絡先（沖縄県提供の多言語コンタクトセンター）対応時間：9～21時
土砂災害等への対応（台風や大雨の際）
サ　ン　プ　ル




	施設に係る場所、施設付近の災害情報
	・南城市防災情報システム
インターネットで『南城市防災情報システム』を検索した結果中の、南城市防災情報システム-南城市災害対策情報をクリックします。

	
	・沖縄県防災情報ポータル ハイサイ！防災で～びる
　http://www.bousai.okinawa.jp/
　インターネットでは『ハイサイ防災でーびる』で検索可能

	道路交通規制についての情報
	・南城市防災情報システム（市内の道路の情報）※上記と同じ検索方法

・内閣府沖縄総合事務局 道路情報提供システム（県内の道路の情報）
　http://www.road.dc.ogb.go.jp/road.html
　インターネットでは『道路情報提供システム　沖縄総合事務局』で検索可能
・日本道路交通情報センター（県内の道路の情報）

　Webから：http://www.jartic.or.jp/
　　インターネットでは『jartic』で検索可能
　電話から：050-3369-6647（沖縄情報）































	電話から
	英　語：0570-077201、中国語：0570-077202
韓国語：0570-077203、タイ語：0570-077207

	Skypeから
	英　語：call-center-en01/call-center-en02
中国語：call-center-ch01/call-center-ch02
韓国語：call-center-kr01/call-center-kr02
タイ語：call-center-th01 / call-center-th02



image1.emf

